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はじめに

本書は Python で音響（WAVファイル）を扱う入門書です。プラットフォームや開発環境
へ依存しないように心がけました。

Python とは、プログラミング言語の一種です。Python はプログラミングに不慣れな人で
あっても習得しやすい言語です。習得しやすいから非力かというと、そうではなく初級者なら

初級者的な使い方が、そして上級者には上級者らしい使い方のできる万能なプログラミング言

語といってよいでしょう。Python は、Windows、Linux、macOS などマルチプラットフォー
ムへ対応しています。このため、環境への依存度は低く、さまざまな環境で使用できます。プ

ログラミングというと、多少敷居が高く理系の素養が必要と思う人もいるでしょうが、そのよ

うなことはありません。Python はプログラミング未経験者にも優しい言語です。
すべてのプラットフォームの解説を行うと、説明が冗長になりページ数も多くなってしま

うので、主にWindows 上で解説することを選択します。それでも Python を使用する場合、
プラットフォームの違いを実感することは多くないので特に支障はないでしょう。いくつか

Ubuntu 上での例も示します。
Python には音を扱う多数のモジュールが用意されています。このため、音源データを直接
操作する必要は少なく、モジュールを利用して高度な処理を行うことができます。とはいえ、

モジュールが機能を提供していないときや、モジュールの関数が自身の目的に合致しない場

合は、自身で音源データを操作する必要があります。本書では、前者はもちろん、後者に対

するプログラミングについても言及します。また、それほど高度なことは行っていませんが、

Python で音響処理やWAVファイルを扱いたいと思う人には、十分な基礎情報を提供できた
と考えています。基本を身に付ければ、Python、および多数のモジュールを使って高度な応
用プログラムを開発することが期待できます。

本書の対象読者は、

● Python 初級者
● 音響プログラミング初級者
● 手軽にWAVファイルを直接操作したい人

です。

微力ながら、本書が音響プログラミングのきっかけになることを期待します。

2020年 5月　新型コロナ対応のため自粛中の自宅にて
北山 洋幸
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用語
用語の使用に関して説明を行います。

■引数
引数は、一般的にメソッドや関数の引数を指しますが、コマンドラインに与えるパラメタも

引数と表現します。どちらを指すかは、文脈から何を指しているか判断してください。

■関数とメソッド
メソッドと表現すべきところで関数と記述している場合があります。

■フレームレートとサンプリング周波数
同じものを指しますが、関数によって使い分けているため、なるべく使用した関数に合わせ

るようにします。混在して使用しますが、同じものを指します。

■カタカナ語の長音表記
「メモリー」や「フォルダー」など、最近は語尾の「ー」を付けるのが一般的になっていま

すので、なるべく「ー」を付けるようにします。ただ、開発環境やドキュメントなどに従来の

用語を使用している場合も多いため、本書では、語尾の「ー」は統一していません。

■「/」と「¥」
フォントの関係で、「/」と「¥」は混在します。どちらも同じものです。

■クラスとオブジェクト
クラスとオブジェクトはなるべく使い分けています。クラス、オブジェクト両方に適用でき

る内容については、クラス、オブジェクトを省いている場合もあります。

■クラスとインスタンス
クラスとインスタンスもなるべく使い分けています。クラス、インスタンス両方に適用でき

る内容については、クラス、インスタンスを省いている場合もあります。
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開発環境
いくつかの環境でテストしましたが、動作チェックしたのは下記の構成です。

オペレーティングシステム：Windows 10 Pro
Anaconda   2020.02 版 
Python  3.7.4 
Spyder  3.3.6 
Numpy  1.16.5  （conda list で確認）
Scipy  1.3.1  （conda list で確認）
PyAudio  0.2.11  （conda list で確認）
soundfile  0.9.0.post1  （conda list で確認）
wavio  0.0.4  （conda list で確認）

以下のシステムでもチェックしましたが、この環境では一部のプログラムしか確認していま

せん。

オペレーティングシステム：Windows 10 Pro
Anaconda   2020.02 版 
Python  3.7.6 
Spyder  4.0.1 
Numpy  1.18.1  （conda list で確認）
Scipy  1.4.1   （conda list で確認）
PyAudio  0.2.11  （conda list で確認）
soundfile  0.9.0.post1  （conda list で確認）
wavio  0.0.4  （conda list で確認）

オペレーティングシステム：Ubuntu 18.04.3
Anaconda   2020.02 版 
Python  3.7.6 
Spyder  4.0.1 
Numpy  1.18.1  （conda list で確認）
Scipy  1.4.1  （conda list で確認）
PyAudio  0.2.11  （conda list で確認）
soundfile  0.10.3.post1  （conda list で確認）
wavio  0.0.4  （conda list で確認）
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URL
書籍中に記述されているURL は原稿執筆時点のものです。URL の変更やWebサイトの構
造は頻繁に変更されますので、記述したURLが存在するとは限りません。もし、ページなど
が見つからない場合は、トップページへ移動して探すか、インターネットでキーワードを検索

してください。記述したURLに必ず紹介した内容が記載されていることを保証するものでは
ありません。
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第1章
開発環境とインストール

第 1章　開発環境とインストール

　本章では、環境の設定、簡単な開発環境の使用法、そして環境が正しいことを確かめ

るプログラムの作成について解説します。Python はマルチプラットフォームで使用可能

です。Python で開発したプログラム自体はポータビリティがありますが、Python 対応の

プログラムを開発・実行させる環境は、それぞれが自身でセットアップしなければなりま 

せん。

　Python のインストールは簡単になりました。あるいはプラットフォームによっては、

Python は最初からインストールされています。ただ、各種モジュールなどは別途イン

ストールが必要なものもあります。開発環境のバージョンは、日々変化するためインス

トールの詳細を説明しても価値があるとは思えません。しかし、何も解説しないのも初

心者には不親切です。そこで、本書では Windows に環境を構築する方法を中心に解説し

ます。Ubuntu についても少し解説します。

　なお、Python、各モジュール、オペレーティングシステムの組み合わせやバージョン

の違いなどで、正常に環境をインストールできない、あるいは正常にプログラムが動作

しないこともあります。そのような場合は、動作を確認できているバージョンに合わせ

る、あるいは公式サイトなどに掲載されている情報や、フォーラムなどを覗き解決法が

ないか調べるとよいでしょう。利用したモジュールには、比較的小規模でソースコード

を簡単に入手できるものもありますので、正常に動作しない場合は自身で修正を行って

みるのもよいでしょう。筆者もいくつかのモジュールはドキュメントが不十分で理解が

困難であったため、ソースコードを参照しました。基本的に、オープンソースで提供さ

れているものは、自身で解決する努力は必要です。
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1.1　AnacondaをWindowsにインストール

Python 本体のみを使うには、いろいろな環境が提供されているため、それほど難しくあ
りません。例えば Python の本家（https://www.python.org/）から Python のみをインス
トールするだけです。ここでは、IDE やコンソールなどもパッケージされて広く使われている
Anaconda を、Windows にインストールする手順について紹介します。

Anacondaのダウンロード
Anaconda の公式ホームページからダウンロードします。まず、Anaconda のダウンロー

ドページにアクセスします（https://www.anaconda.com/download/）。表示されたページの
「Download」ボタンをクリックします。ブラウザの表示範囲が狭い場合は、「Download」ボ
タンが見えませんのでスクロールしてください。

図 1.1 ● Anaconda のダウンロードページ

「Anaconda Installers」が現れますので、「Windows - Python 3.7」の「64-Bit Graphical 
Installer」をクリックします。Python 2.7 系のためのAnaconda も提供されていますので、2.x
系を使用したい人は、そちらを選択するとよいでしょう。本書は、Python 3 系をダウンロー
ドします。



1.1　Anaconda を Windows にインストール

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

付
録

3

図 1.2 ● Python 3 系を選択

ブラウザの下部に、インストール方法のボタンが現れます。ここでは、直接インストールを

行いたいので「実行」を選びます。

図 1.3 ●「実行」を選ぶ

しばらくすると、インストーラが起動します。Anaconda のビット数表示や、ほかのアプリ
ケーションを閉じるように案内されますので、間違いがないことを確認したら「Next >」ボタ
ンをクリックして次の画面に進みましょう。

図 1.4 ●インストーラの起動画面
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ライセンスの確認画面が表示されますので、最後までスクロールしながら、ライセンスを一

通り確認し、「I Agree」ボタンをクリックして次の画面に進みます。

図 1.5 ●ライセンスの確認画面

現在の単一ユーザーとしてインストールするか、全ユーザーへインストールするかを選択す

る画面が表示されます。単一ユーザーとして（Just Me）インストールするのが推奨されてい
ます。複数の人でパソコンを共用し、全員が同じバージョンのAnaconda を使用するような特
殊な環境でない場合、「Just Me」を選択したまま「Next >」ボタンをクリックして次の画面に
進みましょう。

図 1.6 ●インストールの種類を選択
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インストール先を選択する画面が表示されます。特別な理由がないかぎり変更する必要はな

いでしょう。インストール先を確認・選択して「Next >」ボタンをクリックして次の画面に進
みましょう。「¥User」の配下にインストールしたくない場合は、「Browse...」ボタンをクリッ
クし、適切な場所へインストールしましょう。

図 1.7 ●インストール先を選択

インストールのオプションを選択する画面が表示されます。特に変更の必要はありませんの

で、このまま「Install」ボタンをクリックしインストールを開始します。「Add Anaconda to 
my PATH environment variable」は、環境変数 PATHに Anaconda のフォルダを追加するか
否かを決める選択肢です。最初の方に「Not recommended ...」と記述されており推奨されて
いません。これをチェックしなくても、コンソールを使用したいときは「Anaconda Prompt」
を使用すると Python へのパスは通っています。また「Register Anaconda as my default 
Python 3.7」は「Anaconda をデフォルトの Python 3.7 として登録するか」の選択肢です。
これにチェックを付けておくと、インストールした Python がシステム上のプライマリとして
扱われますので、ほかの開発ツールは、このPython（Anaconda）を自動で認識します。詳細
は表示されているメッセージを参照してください。
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図 1.8 ●インストールのオプションを選択

「Install」をクリックすると、しばらくインストール作業が続きますので、完了するのを待
ちます。

図 1.9 ●インストール中

インストールが完了すると、図1.10のように「Completed」という表示に変わります。「Next 
>」をクリックして次の画面に進みます。示した画面は「Show details」ボタンをクリックし
た状態です。「Show details」ボタンをクリックしないと、インストール状況は表示されません。
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図 1.10 ●インストール完了

PyCharmに関する案内メッセージが現れます。「PyCharm for Anaconda」がavairableになっ
ているサイトのURLも表示されます。今回は、PyCharmなどは使用しません。内容を読んで
「Next >」をクリックして次の画面に進みます。

図 1.11 ●インストーラを終了する
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インストール作業が終わったことを表す画面が表示されます。「Finish」ボタンをクリック
し、インストーラを終了させます。チェックボックスにチェックされたままだと関連情報が表

示されますが、必要なければチェックを外してください。いずれにしてもAnaconda 3 はイン
ストールされています。

図 1.12 ●インストール完了

これでAnaconda のインストールは完了です。

1.2　Anaconda Navigator

Anaconda のインストールが完了すると、スタートメニューにAnaconda のフォルダが追
加されます。この中に「Anaconda Navigator」という項目があります。これは Anaconda を
管理するためのツールです。まず、Anaconda Navigator を起動してみましょう。Anaconda 
Navigator は、Anaconda のフォルダだけでなく、スタートメニューの「最近追加されたもの」
にも表示されますので、そちらから起動します。
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図 1.13 ● Anaconda Navigator の起動

最初の実行で、Anaconda の改善に協力するか否かを求められます。ここでは、何も変更せ
ず「OK, and don't show again」ボタンをクリックします。つまり、改善に協力し、この画面
を今後表示させないようにします。メッセージにあるように、この設定はいつでも変更可能 
です。

図 1.14 ● Anaconda Navigator の初回起動時の画面
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Anaconda Navigator が 立 ち上がると、図 1.15 に 示す画面が現れます。左側に
Environments、Learning、Community や Documentation などが存在します。これらはとて
も有益ですので、覗いてみるとよいでしょう。ここでは、右側に表示されている Spyder を起
動します。「Launch」ボタンをクリックして起動します。

図 1.15 ● Spyder の起動

起動前に、ファイヤーウォールが警告を発する場合や、Spyder の最新バージョンが存在す
る案内が表示される場合があります。ファイヤーウォールの警告が出たら、通信を許可してく

ださい。Spyder の更新は行う必要はありませんので、最新バージョンが案内されても構わず
「OK」ボタンをクリックします。もちろん、Spyder の最新バージョンを使用したいなら、案
内メッセージに従って最新に更新してもよいでしょう。

図 1.16 ● Spyder のアップデート案内
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しばらくすると Spyder が起動します。

図 1.17 ● Spyder の画面

Python や Spyder のインストールに問題がないか確認したいので、「Hello Python」を表示
する簡単なプログラムを作ってみましょう。

図 1.18 ●「Hello Python」プログラムの作成

左側のエディタペインに print文を入力します。実行するには   をクリックします。す
ると、最初の実行で以降の画面が現れます。コンソールの選択、コマンドラインや作業ディレ
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クトリなどを指定できます。ここでは何も変更せず「実行」ボタンをクリックします。

図 1.19 ●実行設定の画面

すると、右下の IPython コンソールに実行結果が表示されます。

図 1.20 ●実行結果の表示
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今回は Spyder を Anaconda Navigator 経由で起動しましたが、Anaconda Navigator を使
用する必要がないときは、直接 Spyder を起動するのもよいでしょう。

1.3　Anaconda Prompt

軽い作業や、既にプログラムの動作に大きな問題がない場合、手軽に Python を利用し
たいときがあります。そのようなときは、コンソールベースで利用するのがよいでしょう。

Anaconda には、そのような環境も含まれています。Anaconda のインストールが完了する
と、スタートメニューにAnaconda3 フォルダが追加されます。この中に「Anaconda Prompt 
(anaconda3)」というメニューが追加されます（表示は異なる場合があります）。これを起動
しましょう。Anaconda のインストール直後であれば、スタートメニューの「最近追加された
もの」にも、「Anaconda Prompt (anaconda3)」が表示されますので、そちらをクリックして
もよいでしょう。

図 1.21 ●スタートメニューの様子

すると、Anaconda Prompt が起動します。

図 1.22 ● Anaconda Prompt が起動

問題がないか「Hello Python」をインタラクティブに実行し、動作を確認します。問題なく
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動作すれば、Python が使用できる状態にあることが分かります。

図 1.23 ●動作確認

インタラクティブではなくPython プログラムを記述したファイルを実行することもできま
す。一旦 Python を quit()などで抜けて、プロンプトから Python に続きプログラムファイ
ルを指定します。

図 1.24 ●プログラムファイルを指定

問題ないことを確認できました。以降に、hellpPython.pyファイルの内容を示します。

# -*- coding: utf-8 -*-
print('Hello Python')

Anaconda のインストール時に Path を設定にチェックを入れておくと、通常のコマンドプ
ロンプトから Python を使用できます。今回は、チェックを入れていませんので、Anaconda 
Prompt を使用します。
これで、Anaconda Prompt で Python を使う方法の解説を終了します。
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1.4　AnacondaをUbuntuへインストール

本書では、Windows を中心に解説しますが、Ubuntu へ Anaconda をインストールする方
法も簡単に解説します。

Ubuntu には、一般的に Python は最初からインストールされています。その環境で構わな
いなら、そのまま使用することが可能です。初期の状態で使用する場合は、追加のモジュー

ルや Spyder などは、自身で別途それらをインストールしなければなりません。もっとも
Anaconda をインストールしたとしても、いくつかのモジュールは自身でインストールが必要
です。

Anadonda をインストールする前の、Python の状態を示します。

$ python -V
Python 2.7.17
$ python3 -V
Python 3.6.8
$

使用した環境では、Python のバージョン2.7.17 と 3.6.8 が使用できる状態でした。

Anacondaのダウンロード
Anaconda の公式ホームページからダウンロードします。まず、Anaconda のダウンロー

ドページにアクセスします（https://www.anaconda.com/download/）。表示されたページの
「Download」ボタンをクリックします。




